「審議のポイント」の言葉の解説について（案）
審議題「だれもが独りにならない地域社会をめざして
　　　　　 　 ～さらなる多様なつながりによる教育コミュニティづくり～」



資料４





【審議のポイント①】


学校・家庭・地域の協働のさらなる進展





■「さらなる進展」とは。


　　　　 ⇒教育や子育てに関する課題等に対して、学校・家庭・地域がそれぞれの現状を踏まえ、相互に連携・協働し取組みを進めてきている。


このような取組みをさらに推進するため、地域人材の育成や定着を図り、持続的な活動を支えるネットワークづくりを進めていくこと。　　　　　





【審議のポイント②】


具体的課題の解決に向けて、多様な活動主体とさらなる連携・協働の促進





■「多様な活動主体」とは。


⇒地域の既存組織（PTA・青少年育成団体・自治会等）やNPO・


企業・大学等をいう。





■「さらなる連携・協働の促進」とは。


⇒地域の課題解決のため、学校・家庭・地域の連携・協働をさらに進めるとともに、解決が難しい場合は、NPO・企業・大学等の活動主体との連携・協働を進めることにより、地域の教育力を高めていくこと。








【審議のポイント③】


地域のネットワークの核となるための公民館等社会教育施設の機能の充実





■「地域のネットワークの核となるための社会教育施設の機能の充実」


とは。


　⇒公民館等社会教育施設が、地域づくり、人づくりに貢献できる施設であることを改めて確認し、公民館等社会教育施設のもつ、地域住民どうしが「つどい、まなび、つながる」という機能をより一層高めていくこと。


　








